
大間町下水道事業

地方公営企業集中改革プラン



１．経営改革の推進
　①　Ｈ１１年度から１６年度までの取組内容

1　支出削減

　大間町浄化センター１期建設工事
　建設時の取り組み
　1)日本下水道事業団と実施設計及び建設工事に係る協定を締結し､専門技術職員の
　　雇用増員に対処した。

　2)オキシデーションディッチ躯体については、日本下水道事業団で開発したプレ
　　ハブ式オキシデーションディッチ躯体とすることにより、工期の短縮及び経費
　　の縮減を図った。
　　この事による経費の縮減額は2億4千万円となります。

　管渠工事の取り組み状況（Ｈ１１年度から１６年度）
　1）小型マンホールを併用することにより経費の縮減を図った。
　　 小型マンホール55箇所で7百万円の現額となります。

　　大間町浄化センター維持管理（Ｈ１６年度）
　1)大間町浄化センター維持管理については､当初より業者委託により管理運営を
　　 することによって職員の増員に対処した。

　②　Ｈ１７年度から２１年度までの取組内容　　　　　　　　　　　

１　収入確保策

　(1) 料金の見直し

　　・21年度から、料金値上げ（改定率平均３％） 21年度から

　(2) 接続率の向上策
１８年度から
1,200千円／年

２　支出削減方策

　(2) その他経費削減策

　　①　物件費の節減
　　　・⑲年度△50千円削減し、⑳年度以降△100千円ずつ削減 １9年度から

　　・地区説明会等の実施により、１８年度から毎年
　　　10％ずつ接続率向上（⑰接続率33％）
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２．定員管理・給与の適正化
　①　Ｈ１７．４．１からＨ２１．４．１までの定員管理の数値目標

　　＜年度別職員数の推移＞ (単位：人,%)
⑯
(A)

⑰ ⑱ ⑲ ⑳
21
(B)

期間内計
(B)-(A)

職員数 2 2 2 2 2 2 0

対前年度増減 0 0 0 0 0 0.0

　②　Ｈ１１からＨ１６までの定員管理の実績

　　＜年度別職員数の推移＞ (単位：人,%)
⑪
(A)

⑫ ⑬ ⑭ ⑮
⑯
(B)

期間内計
(B)-(A)

職員数 2 2 2 2 2 2 0

対前年度増減 0 0 0 0 0 0.0

　③　Ｈ１１からＨ１６までの諸手当の点検状況

(1) 諸手当の総点検結果（その他の手当の適正化)

　　・期末手当４から５％カットの実施（一般会計と同一） １６年度
114千円／年

　④　Ｈ１７．４．１からＨ２１．４．１までの諸手当の総点検結果

(1) 諸手当の総点検結果（その他の手当の適正化)

　　・期末手当４から５％カットの実施（一般会計と同一） 17年度
110千円／年
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 ３．経費節減等の財政効果 市町村名：大間町

①.Ｈ17年度から21年度までの取組内容 （単位：千円）

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
見込 見込 見込 見込 見込

・21年度に平均３％改定

・接続率年間10％ずつ向上 18年度 1,200 2,400 3,600 4,800 12,000

職員削減（議員含む）

嘱託、臨時、派遣職員等
の活用の場合の効果額

・期末手当４から５％カット 17年度 △ 110 △ 110

・物件費の節減 19年度 △ 50 △ 100 △ 100 △ 250

110 1,200 2,450 3,700 5,174 12,634

110 1,200 2,450 3,700 5,174 12,634
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未収金の徴収対策
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未利用財産の売り払い等

(参　考)
　　一般会計繰入金軽減額

その他

うち退職者の不補充の場合の効果額

給与等削減

民間委託による事務事業費削減

その他
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出
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